
　

大
榎
列
と
小
榎
列
、
西
川
の
３

地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
「
さ
さ
ら
踊
り
」
が
、
こ
の
ほ

ど
、
南
あ
わ
じ
市
指
定
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
榎
列
の
府
中
八

幡
神
社
で
、
毎
年
９
月
第
１
土
曜

日
の
秋
季
例
大
祭
（
元
は
旧
暦
８

月
14
日
、
そ
の
後
10
月
４
日
、
９

月
４
日
に
行
わ
れ
て
い
た
）
に
、

神
事
の
一
つ
と
し
て
、
拝
殿
下
の

石
畳
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
「
味
地
草
」
や
「
淡
路
草
」
な

ど
淡
路
島
の
重
要
な
資
料
に
も
記

載
さ
れ
て
い
る
「
田

楽
」
に
位
置
付
け
ら

れ
る
民
俗
芸
能
で
す
。

起
源
に
つ
い
て
の
詳

細
は
不
明
で
す
が
、
文

政
年
間
の
「
伝
来
の

巻
物
」
に
記
さ
れ
て

い
る
内
容
は
、
ほ
ぼ

現
行
の
芸
態
と
一
致

し
て
お
り
、
踊
り
の

古
風
・
所
作
を
現
代
に
伝
え
る
民

俗
芸
能
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

　

５
月
７
日
、
西
淡
庁
舎
で
指
定

書
の
交
付
式
が
行
わ
れ
、
塚
本
教

育
長
か
ら
保
存
会
会
長
の
中
本
光

義
さ
ん
（
榎
列
）
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
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指
定
書
を
交
付

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
「
さ
さ
ら
踊
り
」
を
追
加

　

今
年
度
、
南
あ
わ
じ
市
の
公
民

館
が
、
会
員
制
講
座
「
よ
く
ば
り

チ
ョ
イ
ス
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、「
株
式
投
資
の

基
礎
」
や
「
イ
タ
リ
ア
料
理
に
挑

戦
！
」
な
ど
16
の
教
室
か
ら
興
味

の
あ
る
教
室
を
、
会
員
が
好
き
な

だ
け
選
択
（
チ
ョ
イ
ス
）
し
、
受

講
が
可
能
。
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
無
料
で
参
加
で
き
る
特

典
が
あ
り
ま
す
。

　

５
月
10
日
、
西
淡
公
民
館
で
行

わ
れ
た
「
第
１
回
よ
く
ば
り
講
演

会
」
で
は
、
中
田
市
長
が
記
念
講

演
と
し
て
「
南
あ
わ
じ
市
４
年
目

の
施
策
と
展
望
」
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。
約
１
３
０
人
の
会
員

の
中
に
は
、
10
以
上
の
教
室
に
申

し
込
ん
で
い
る
人
も
お
り
、「
い

ろ
い
ろ
受
講
で
き
て
お
得
感
が
あ

る
。
よ
く
ば
っ
て
の
受
講
が
醍
醐

味
で
す
ね
」
と
満
足
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

同
講
座
は
今
後
、
４
つ
の
公
民

館
で
、
年
間
延
べ
40
回
の
教
室
・

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

▲よくばりチョイス開講記念講演

よ
く
ば
り
チ
ョ
イ
ス
開
講

給
食
セ
ン
タ
ー
が
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定

「
食
の
安
全
」
で
県
か
ら
評
価
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南
あ
わ
じ
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
、
衛
生
管
理
面
で
優
れ
て

い
る
と
し
て
「
県
食
品
衛
生
管
理

プ
ロ
グ
ラ
ム（
県
版
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）」

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
県
内
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
２
件
目
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
の
小
中

学
校
や
幼
稚
園
24
か
所
に
１
日
約

４
０
０
０
食
を
提
供
。こ
の
た
び
、

大
量
調
理
を
対
象
と
す
る
区
分

（
１
日
７
５
０
食
以
上
の
食
品
を

調
理
）
で
次
の
２
点
で
優
れ
て
い

る
と
し
て
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

①
食
品
の
生
産
履
歴
を
明
ら
か
に

し
た
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
。
②
県
の
決

め
た
水
準
以
上
の
衛
生
管
理
で
食

品
を
製
造
・
加
工
し
て
い
る
こ
と
。

特
に
兵
庫

県
か
ら
は
、

近
代
的
な

設

備

で
、

原
材
料
の

仕
入
れ
か

ら
加
工
ま

で
衛
生
管

理
が
徹
底

さ
れ
て
い

る
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
基
準
に
基

づ
き
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
で
き

る
学
校
給
食
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
、
南
あ
わ
じ
市

消
防
団
の
幹
部
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
団
長　
　
　
　
　

川
本　

啓
二

▽
選
任
副
団
長　
　

出
口　

智
康

　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

恭
宏

▽
緑
方
面
隊
長　
　

岡
田　

哲
典

▽
西
淡
方
面
隊
長　

武
田　

佳
則

▽
三
原
方
面
隊
長　

村
上　

享た
か
ひ
ろ裕

▽
南
淡
方
面
隊
長　

榎
本　

一
博

▽
緑
方
面
副
隊
長　

大
谷　
　

毅
た
け
し

▽
西
淡
方
面
副
隊
長　

前
川　

健
作

▽
三
原
方
面
副
隊
長　

細
川　

知と
も
ひ
ろ大

▽
南
淡
方
面
副
隊
長　

太
田　

好
昭

▽
選
任
分
団
長
（
地
区
名
）

　

入
谷
太
一
郎
（
広
田
）、
楮か

じ

大ひ
ろ
な
お尚

（
倭
文
）、安
冨
正
彦
（
松

帆
）、
西
中
利
充
（
湊
）、
原
和

也
（
津
井
）、
奥
野
大
輔
（
阿

那
賀
）、
宮
本
寿ひ
さ
し（
伊
加
利
）、

谷
田
宗は
じ
め（
西
淡
志
知
）、
伊
吹

英
也
（
榎
列
）、清
水
英
一
（
八

木
）、
吉
見
勝
仁
（
市
）、
坂
秀

二
（
神
代
）、
柏
木
宏
之
（
三

原
倭
文
）、
下
賀
淳
司
（
三
原

志
知
）、
尾
崎
広
幸
（
福
良
）、

阿
萬
田
恭
弘
（
賀
集
）、
松
井

浩
一
郎
（
北
阿
万
）、
大
住
武

義
（
潮
美
台
）、
溝
端
光
（
阿

万
）、
竹
内
司
（
灘
）、
中
元
浩

靖
（
沼
島
）

空
き
缶
回
収
機
を
導
入

▲ささら踊り

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
島
外
か
ら

多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
商
工
観

光
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
今
年

度
か
ら
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

誘
致
支
援
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
合
宿
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
、
明
石
海

峡
大
橋
ま
た
は
大
鳴
門
橋
の
橋
代

相
当
額
を
補
助
し
、
併
せ
て
体
育

施
設
及
び
公
民
館
等
を
通
常
の
３

分
の
２
の
料
金
で
貸
し
出
し
す
る

市
で
の
合
宿
に
通
行
料
を
補
助

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
支
援
事
業

商工観光課
☎37－3012

と
い
う
も
の
で
す
。

　

補
助
対
象
は
、
島
外
の
大
学

や
高
校
、
専
門
学
校
の
学
生
15
人

以
上
で
構
成

さ
れ
た
団
体

で
、
市
内
の

宿
泊
施
設
に

２
泊
以
上
す

る
こ
と
が
条

件
で
す
。

◆
「
得
・
得　

戎
様
プ
ラ
ン
」
も

　

利
用
条
件
を
緩
和

　

南
あ
わ
じ
市
が
、
昨
年
度
か
ら

行
っ
て
い
る
「
得
・
得　

戎
様
プ

ラ
ン
」
の
利
用
条
件
が
、
今
年
度

か
ら
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ

ラ
ン
は
、
市
内
で
各
種
大
会
を
催

し
、
指
定
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る

団
体
に
、淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の「
戎

舞
」
を
出
張
公
演
す
る
も
の
。
利

用
団
体
を
50
人
以
上
か
ら
30
人
以

上
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

公
民
館
で
会
員
制
講
座
が
ス
タ
ー
ト

▲衛生管理が徹底されている給食センター施設内

▲南あわじ市文化体育館

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

４
月
14
日
、
沼
田
茂
子
さ
ん

（
市
）
が
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
中

央
庁
舎
を
訪
れ
、「
福
祉
の
た
め

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
現
金

50
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

市
消
防
団
の
幹
部
団
員

市
連
合
自
治
会
の
役
員

　

５
月
17
日
、
三
原
公
民
館
で
市

連
合
自
治
会
役
員
総
会
と
通
常
総

会
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
役
員

に
決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
顧　

問　

芝　

壽
浩（
前
会
長
）

▽
会　

長　

伊
達
勝
繁（
広　

田
）

▽
副
会
長　

榎
本
悟
朗（
潮
美
台
）

　
　
　
　
　

金
山
一
郎（
志　

知
）

　
　
　
　
　

竹
谷　

登（
阿
那
賀
）

　
　
　
　
　

土
居
博
美（
倭　

文
）

▽
会　

計　

辻　

隆
弘（
賀　

集
）

▽
会
計
監
査　

馬
野
孝
志（
伊
加
利
）

　
　
　
　
　

古
川　

浩（
榎　

列
）

▲パルティに設置された空き缶回収機

資
源
の
有
効
活
用
に
一
役

　

５
月
８
日
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
・
パ
ル
テ
ィ
一
階
入
口
付

▲宿泊事業者に事業説明会を開催
　（４月30日、西淡庁舎）

近
で
「
空
き
缶
回
収
機
」
が
、
稼

動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
機
械
で

は
、
飲
み
終
わ
っ
た

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー

ル
缶
の
回
収
が
で

き
、
機
械
内
で
圧
縮

さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
し
ま
す
。

　

パ
ル
テ
ィ
で
は
、

限
ら
れ
た
地
球
資
源

を
有
効
活
用
し
よ
う

と
、
県
と
市
の
補
助
事
業
を
利
用

し
て
こ
の
回
収
機
を
設
置
。
同
様

の
も
の
が
ジ
ャ
ス
コ
南
淡
路
店
に

も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
機
に
投
入
す

る
と
、
各
店
舗
専
用
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、

金
券
等
に
交
換
し
て
く
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
各

店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▲塚本教育長（右）から指定書を受けた
　保存会の中本さん（中央）と服部さん

▲総会で挨拶する伊達勝繁会長

▲兵庫県から認定書を受ける塚本教育長
　（中央右）と富田給食センター長（右）




